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(57)【要約】
【課題】　バックライト装置を介して液晶表示パネルに
伝わってくる振動に起因するスペーサの移動によって配
向膜の配向の消失が生じることを抑えること。
【解決手段】　ＬＣＤは、第１の基板１と、その第１の
基板１との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板
２と、第１及び第２の基板１，２の各液晶側の面の周縁
部を接着し封止して液晶セルを構成する、エポキシ樹脂
、シリコーン樹脂、合成ゴム等から成る封止材３と、を
有する液晶表示パネルと、第１の基板１の液晶側の面と
反対側の面に当接するように設置されたバックライト装
置７と、を有しており、バックライト装置７は、第１の
基板１の上記反対側の面に当接する当接部７ａ全体が封
止材３よりも内側にあり、液晶表示パネルは、平面視で
液晶セル内の当接部７ａと封止材３との間の部位にダミ
ー封止部材１０が配置されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の基板と、その第１の基板との間に液晶及びスペーサを挟持する第２の基板と、前
記第１及び第２の基板の各液晶側の周縁部を封止して液晶セルを構成する封止材と、を有
する液晶表示パネルと、前記第１の基板の液晶側の面と反対側の面に当接するように設置
されたバックライト装置と、を有する液晶表示装置であって、前記バックライト装置は、
前記第１の基板の前記反対側の面に当接する当接部全体が前記封止材よりも内側にあり、
前記液晶表示パネルは、平面視で前記液晶セル内の前記当接部と前記封止材との間の部位
にダミー封止部材が配置されている液晶表示装置。
【請求項２】
　前記バックライト装置の前記当接部は円形または長円形である請求項１に記載の液晶表
示装置。
【請求項３】
　前記液晶表示パネルは矩形状であり、前記ダミー封止部材は、前記当接部と前記封止材
との間の間隔が最も大きい部位に配置されている請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周縁に沿って伸びている帯状である請求項１乃至
請求項３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位にそれぞれ配置されて
いる請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位にそれぞれ相手側と異
なる個数でもって配置されている請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位の一方に配置されてい
るものと前記当接部の周縁との間の第１の最短距離と、他方に配置されているものと前記
当接部の周縁との間の第２の最短距離と、が異なっている請求項５または請求項６に記載
の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位の他方に、前記第１の
最短距離を有するものがさらに配置されている請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位の他方に、前記第１の
最短距離及び前記第２の最短距離のいずれとも異なる第３の最短距離を有するものがさら
に配置されている請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位の一方に配置されるも
のが前記当接部の中心を通る直線上に位置し、他方に配置されるものが前記直線上に位置
していない請求項５乃至請求項９のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲の互いに対向する部位に前記当接部の中心を
通る直線上に位置してそれぞれ配置されている第１のグループと、前記当接部の周囲の互
いに対向する部位に前記当接部の中心を通る直線上に一方が位置し他方が位置しないよう
にそれぞれ配置されている第２のグループと、を構成している請求項５乃至請求項９のい
ずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記第１のグループは、前記第１の最短距離及び前記第２の最短距離を有している請求
項１１に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】



(3) JP 2016-212368 A 2016.12.15

10

20

30

40

50

　前記ダミー封止部材は、円形または長円形の前記当接部の周囲に、３６０°／ｍ（ｍは
２以上の整数）の中心角の角度間隔毎の部位にそれぞれ配置されている請求項２に記載の
液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記ダミー封止部材は、円形または長円形の前記当接部の周囲に、中心角の等角度間隔
毎のｎ個（ｎは３以上の整数）の部位のうち一部の複数の部位にそれぞれ配置されている
とともに、残りの前記中心角の等角度間隔毎の部位についてはその部位からずれた部位に
配置されている請求項２に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶セル内にセル間隔を均一に保持するためのスペーサを有する液晶表示パ
ネル及びバックライト装置を有する液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の液晶表示装置（Liquid　Crystal　Display　：ＬＣＤ）の１例を図９（ａ），（
ｂ）に示す。図９（ａ）はＬＣＤの平面図、（ｂ）はＬＣＤの断面図である。図９（ａ）
，（ｂ）に示すように、ＬＣＤは、バックライト装置２７側のガラス基板等から成る第１
の基板２１と、第１の基板２１との間に液晶２９及び球状等の形状のスペーサ２８を挟持
して第１の基板２１と対向する第２の基板２２と、第１及び第２の基板２１，２２の各液
晶２９側の面の周縁部を封止する封止材２３と、を有する矩形状等の形状の液晶表示パネ
ル２０と、第１の基板２１の液晶２９側の面に対向する対向面（バックライト装置２７側
の面）に当接するように設置されたバックライト装置２７と、を有している。そして、バ
ックライト装置２７は、第１の基板２１の対向面に当接する円形の当接面27a全体が封止
材２３よりも内側にある。
【０００３】
　また、第１の基板２１における液晶２９側の面の一端部には、液晶の駆動を行うＩＣ，
ＬＳＩ等の駆動回路素子２４がＣＯＧ（Chip　On　Glass）方式等の実装方式によって実
装されており、さらに前記一端部における駆動回路素子２４よりも端縁側には、駆動回路
素子２４に駆動信号、制御信号等を入出力するための可撓性回路基板（Flexible　Printe
d　Circuits　：ＦＰＣ）等の回路基板２５が設置されている。また、液晶表示パネル２
０の表示側の面には、画像を表示する領域としての表示部２７がある。
【０００４】
　また、第１の基板２１の液晶２９側の面には、画像表示駆動用のＩＴＯ（Indium　Tin
　Oxide）等から成る透明電極21aと、透明電極21a上にあるポリイミド等から成る配向膜2
1bが形成されている。第２の基板２２の液晶２９側の面には、画像表示駆動用のＩＴＯ（
Indium　Tin　Oxide）等から成る透明電極22aと、透明電極22a上にあるポリイミド等から
成る配向膜22bが形成されている。
【０００５】
　また、他の従来例として、液晶セルの有効表示範囲を囲むように、セルギャップ均一性
保持のためのダミーシールを破線状に配置する液晶セルの製造方法が開示されている（例
えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平５－１０７５４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来のＬＣＤにおいては、以下のような問題点があった。すなわち
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、図９に示すＬＣＤは、例えば車載用である場合、ダッシュボードの所定の凹所等に嵌め
込まれて使用されるために、自動車のエンジン駆動時、走行時に振動27aがバックライト
装置２７を介して液晶表示パネル２０に伝わってくる。そうすると、主に振動27sの液晶
表示パネル２０の表示側の面に直交する方向の振動成分によって、表示側の面を平面視し
たときに、バックライト装置２７の円形の当接面27aにほぼ相似する同心状の輪形状の共
鳴部が液晶セルに生じる。すなわち、当接面27aから表示部２６に伝わる振動と封止材２
３から表示部２６に反射してきた振動とが重なり強め合って共鳴部が生じるのである。共
鳴部では、第１の基板２１と第２の基板２２との間の間隔が広くなったり狭くなったりし
てスペーサ２８が激しく動く結果、徐々に共鳴部から非共鳴部に向かって移動していく。
そして、配向膜21b,22bにおけるスペーサ２８が移動した部位は配向が消失する。その結
果、図１０に示すように、ＬＣＤの表示部２６に黒表示、青表示等の単色の表示をした場
合あるいは消灯した場合に、表示部２６に配向が消失した部位３０が白く見えるという問
題点があった。
【０００８】
　例えば、特許文献１に開示されているような、液晶セルの有効表示範囲を囲むように、
セルギャップ均一性保持のためのダミーシールを破線状に配置した構成を採用した場合、
バックライト装置からの振動をかえって共鳴部で強めるおそれがある。また、特許文献１
には、バックライト装置２７を介して液晶表示パネル２０に伝わってくる振動に起因する
スペーサ２８の移動によって配向膜21b,22bの配向の消失が生じることを抑える構成につ
いては何等開示されていない。
【０００９】
　従って、本発明は上記従来の問題点に鑑みて完成されたものであり、その目的は、バッ
クライト装置を介して液晶表示パネルに伝わってくる振動に起因するスペーサの移動によ
って配向膜の配向の消失が生じることを抑えることができるＬＣＤとすることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、その第１の基板との間に液晶及びスペーサを
挟持する第２の基板と、前記第１及び第２の基板の各液晶側の周縁部を封止して液晶セル
を構成する封止材と、を有する液晶表示パネルと、前記第１の基板の液晶側の面と反対側
の面に当接するように設置されたバックライト装置と、を有する液晶表示装置であって、
前記バックライト装置は、前記第１の基板の前記反対側の面に当接する当接部全体が前記
封止材よりも内側にあり、前記液晶表示パネルは、平面視で前記液晶セル内の前記当接部
と前記封止材との間の部位にダミー封止部材が配置されている構成である。
【００１１】
　本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記バックライト装置の前記当接部は円形また
は長円形である。
【００１２】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記液晶表示パネルは矩形状であり、前記
ダミー封止部材は、前記当接部と前記封止材との間の間隔が最も大きい部位に配置されて
いる。
【００１３】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周縁
に沿って伸びている帯状である。
【００１４】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位にそれぞれ配置されている。
【００１５】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位にそれぞれ相手側と異なる個数でもって配置されている。
【００１６】
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　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位の一方に配置されているものと前記当接部の周縁との間の第１の最
短距離と、他方に配置されているものと前記当接部の周縁との間の第２の最短距離と、が
異なっている。
【００１７】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位の他方に、前記第１の最短距離を有するものがさらに配置されてい
る。
【００１８】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位の他方に、前記第１の最短距離及び前記第２の最短距離のいずれと
も異なる第３の最短距離を有するものがさらに配置されている。
【００１９】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位の一方に配置されるものが前記当接部の中心を通る直線上に位置し
、他方に配置されるものが前記直線上に位置していない。
【００２０】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、前記当接部の周囲
の互いに対向する部位に前記当接部の中心を通る直線上に位置してそれぞれ配置されてい
る第１のグループと、前記当接部の周囲の互いに対向する部位に前記当接部の中心を通る
直線上に一方が位置し他方が位置しないようにそれぞれ配置されている第２のグループと
、を構成している。
【００２１】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記第１のグループは、前記第１の最短距
離及び前記第２の最短距離を有している。
【００２２】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、円形または長円形
の前記当接部の周囲に、３６０°／ｍ（ｍは２以上の整数）の中心角の角度間隔毎の位置
にそれぞれ配置されている。
【００２３】
　また本発明の液晶表示装置は、好ましくは、前記ダミー封止部材は、円形または長円形
の前記当接部の周囲に、中心角の等角度間隔毎のｎ個（ｎは３以上の整数）の部位のうち
一部の複数の部位にそれぞれ配置されているとともに、残りの前記中心角の等角度間隔毎
の部位についてはその部位からずれた部位に配置されている。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の液晶表示装置は、第１の基板と、その第１の基板との間に液晶及びスペーサを
挟持する第２の基板と、第１及び第２の基板の各液晶側の周縁部を封止して液晶セルを構
成する封止材と、を有する液晶表示パネルと、第１の基板の液晶側の面と反対側の面に当
接するように設置されたバックライト装置と、を有する液晶表示装置であって、バックラ
イト装置は、第１の基板の反対側の面に当接する当接部全体が封止材よりも内側にあり、
液晶表示パネルは、平面視で液晶セル内の当接部と封止材との間の部位にダミー封止部材
が配置されていることから、液晶表示パネルの表示側の面を平面視したときに、バックラ
イト装置の当接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じることを
抑えることができる。つまり、ダミー封止部材によって液晶セルの表示部の周囲に部分的
に固定部、即ち第１の基板と第２の基板との間の間隔が変化しない部分が、設けられるこ
ととなる。その結果、封止材からの振動の反射波が表示部の中心に集中しにくくなり、当
接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。従って、
バックライト装置を介して液晶表示パネルに伝わってくる振動に起因するスペーサの移動
によって配向膜の配向の消失が生じることを抑えることができる。
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【００２５】
　本発明の液晶表示装置は、バックライト装置の当接部は円形または長円形である場合、
当接部にほぼ相似する同心状の輪形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じやすくなるが、そ
の共鳴部の発生を抑えることができる。
【００２６】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部と封止材との間の間隔が最も
大きい部位に配置されている場合、振動が大きくなりやすい部位にダミー封止部材が配置
されるので、振動の共鳴部の発生を抑える効果が向上する。
【００２７】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周縁に沿って伸びている帯
状である場合、振動の波が当接部と封止材との間で伝播しにくくなる。すなわち、ダミー
封止部材が、当接部と封止材との間を伝わる振動の波を弱める効果が高まる。
【００２８】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
にそれぞれ配置されている場合、ダミー封止部材によって液晶セルの表示部の周囲に部分
的に固定部が設けられるとともに、表示部の周囲に沿って固定部同士の間に非固定部が設
けられることとなる。その結果、当接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液
晶セルに生じにくくなる。
【００２９】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
にそれぞれ相手側と異なる個数でもって配置されている場合、ダミー封止部材によって設
けられた固定部の配置が当接部の中心に対して全体として非対称となる。その結果、当接
部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上す
る。
【００３０】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
の一方に配置されているものと当接部の周縁との間の第１の最短距離と、他方に配置され
ているものと当接部の周縁との間の第２の最短距離と、が異なっている場合、ダミー封止
部材によって設けられた固定部の配置が当接部の中心に対して全体として非対称となる。
その結果、当接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくな
る効果が向上する。
【００３１】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
の他方に、第１の最短距離を有するものがさらに配置されている場合、当接部の周囲の互
いに対向する部位の他方に、第１の最短距離を有するものと第２の最短距離を有するもの
が混在することとなる。その結果、ダミー封止部材によって設けられた固定部の配置の非
対称性が向上する。
【００３２】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
の他方に、第１の最短距離及び第２の最短距離のいずれとも異なる第３の最短距離を有す
るものがさらに配置されている場合、当接部の周囲の互いに対向する部位に、最短距離が
それぞれ異なるものが少なくとも３個混在することとなる。その結果、ダミー封止部材に
よって設けられた固定部の配置の非対称性がより向上する。
【００３３】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
の一方に配置されるものが当接部の中心を通る直線上に位置し、他方に配置されるものが
前記直線上に位置していない場合、ダミー封止部材によって設けられた固定部の配置が当
接部の中心に対して全体として非対称となる。その結果、当接部にほぼ相似する同心状の
形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上する。
【００３４】
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　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、当接部の周囲の互いに対向する部位
に当接部の中心を通る直線上に位置してそれぞれ配置されている第１のグループと、当接
部の周囲の互いに対向する部位に当接部の中心を通る直線上に一方が位置し他方が位置し
ないようにそれぞれ配置されている第２のグループと、を構成している場合、ダミー封止
部材によって設けられた固定部の配置が当接部の中心に対して全体として非対称となる。
その結果、当接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくな
る効果が向上する。
【００３５】
　また本発明の液晶表示装置は、第１のグループは、第１の最短距離及び第２の最短距離
を有している場合、当接部の周囲の互いに対向する部位に最短距離の異なるものがそれぞ
れ配置されることとなる。その結果、ダミー封止部材によって設けられた固定部の配置の
非対称性が向上する。
【００３６】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、円形または長円形の当接部の周囲に
、３６０°／ｍ（ｍは２以上の整数）の中心角の角度間隔毎の位置にそれぞれ配置されて
いる場合、ダミー封止部材によって液晶セルの表示部の周囲に部分的に固定部が設けられ
ることとなる。その結果、封止材からの振動の反射波が表示部の中心に集中しにくくなり
、当接部にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。従っ
て、バックライト装置を介して液晶表示パネルに伝わってくる振動に起因するスペーサの
移動によって配向膜の配向の消失が生じることを抑えることができる。
【００３７】
　また本発明の液晶表示装置は、ダミー封止部材は、円形または長円形の当接部の周囲に
、中心角の等角度間隔毎のｎ個（ｎは３以上の整数）の部位のうち一部の複数の部位にそ
れぞれ配置されているとともに、残りの中心角の等角度間隔毎の部位についてはその部位
からずれた部位に配置されている場合、ダミー封止部材によって設けられた固定部の配置
が当接部の中心に対して全体として非対称となる。その結果、当接部にほぼ相似する同心
状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】図１（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の１例を示す
図であり、（ａ），（ｂ）はそれぞれ液晶表示装置の表示側の面の平面図である。
【図２】図２は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示側の面の平面図である。
【図３】図３（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ），（ｂ）はそれぞれ液晶表示装置の表示側の面の平面図である。
【図４】図４は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示側の面の平面図である。
【図５】図５は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示側の面の平面図である。
【図６】図６は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す図であり、液晶
表示装置の表示側の面の平面図である。
【図７】図７（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ），（ｂ）はそれぞれ液晶表示装置の表示側の面の平面図である。
【図８】図８（ａ），（ｂ）は、本発明の液晶表示装置について実施の形態の他例を示す
図であり、（ａ），（ｂ）はそれぞれ液晶表示装置の表示側の面の平面図である。
【図９】図９（ａ），（ｂ）は、従来の液晶表示装置を示す図であり、（ａ）は液晶表示
装置の表示側の面の平面図、（ｂ）は液晶表示装置の断面図である。
【図１０】図１０は、従来の液晶表示装置の表示側の面に配向が消失した部位が生じたこ
とを示す表示側の面の平面図である。
【図１１】図１１は、本発明の液晶表示装置の実施例及び比較例についてデータを示す表
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である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、本発明のＬＣＤの実施の形態について、図面を参照しながら説明する。但し、以
下で参照する各図は、本発明のＬＣＤの実施の形態における構成部材のうち、本発明のＬ
ＣＤを説明するための主要部を示している。従って、本発明に係るＬＣＤは、図に示され
ていない回路基板、配線導体、制御ＩＣ，ＬＳＩ等の周知の構成部材を備えていてもよい
。
【００４０】
　図１は、本発明のＬＣＤについて実施の形態の１例を示す図であり、ＬＣＤの表示側の
面の平面図である。図１に示すように、本発明のＬＣＤは、ガラス基板等から成る第１の
基板１と、その第１の基板１との間に液晶及びスペーサを挟持して第１の基板１と対向す
る第２の基板２と、第１及び第２の基板１，２の各液晶側の面の周縁部を接着し封止して
液晶セルを構成する、エポキシ樹脂、シリコーン樹脂、合成ゴム等から成る封止材３と、
を有する液晶表示パネルと、第１の基板１の液晶側の面と反対側の面に当接するように設
置されたバックライト装置７と、を有するＬＣＤであって、バックライト装置７は、第１
の基板１の上記反対側の面に当接する当接部７ａ全体が封止材３よりも内側にあり、液晶
表示パネルは、平面視で液晶セル内の当接部７ａと封止材３との間の部位にダミー封止部
材１０が配置されている構成である。この構成により、液晶表示パネルの表示側の面を平
面視したときに、バックライト装置７の当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の
共鳴部が液晶セルに生じることを抑えることができる。すなわち、ダミー封止部材１０に
よって液晶セルの表示部６の周囲に部分的に固定部、即ち第１の基板１と第２の基板２と
の間の間隔が変化しない部分が、設けられることとなる。その結果、封止材３からの振動
の反射波が表示部６の中心に集中しにくくなり、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状
の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。従って、バックライト装置７を介して液晶
表示パネルに伝わってくる振動に起因するスペーサの移動によって配向膜の配向の消失が
生じることを抑えることができる。なお、本発明のＬＣＤの全体的構成は図９に示すＬＣ
Ｄと同様であるので、その詳細な説明は省く。また、一般に封止材３はシール材、シール
部と呼ぶ場合もある。
【００４１】
　ダミー封止部材１０は、例えば封止材３と同じ材料であるエポキシ樹脂、シリコーン樹
脂、合成ゴム等の樹脂材料から成る。ダミー封止部材１０の厚みは、球状、柱状等の形状
のスペーサの高さと同程度であり、例えば１μｍ～１０μｍ程度である。なお、スペーサ
の材料は、無機材料であればシリカ（酸化シリコン）等であり、有機材料であればジビニ
ルベンゼン共重合体、ジビニルベンゼン－アクリルエステル共重合体等である。またダミ
ー封止部材１０は、当接部７ａの周縁に沿って伸びている帯状であることが好ましい。こ
の場合、振動の波が当接部７ａと封止材３との間で伝播しにくくなる。すなわち、ダミー
封止部材１０が、当接部７ａと封止材３との間を伝わる振動の波を弱める効果が高まる。
またこの場合、ダミー封止部材１０は当接部７ａの周縁に沿って伸びている帯状であるが
、ダミー封止部材１０の全体が当接部７ａの周縁に平行に伸びていることがよいが、その
構成に限らず、ダミー封止部材１０の全体が当接部７ａの周縁に略平行または非平行部を
有するように伸びていてもよい。例えば、図１に示すように、円形の当接部７ａにおける
円弧状の周縁に対して、長方形状のダミー封止部材１０としてもよい。あるいは、矩形状
の当接部７ａにおける直線状の周縁に対して、円弧状のダミー封止部材１０としてもよい
。また、帯状とは、直線状または曲線状の長手と短手を有する形状等を意味し、例えば長
方形、両端部が円弧状等の曲線状とされたトラック状、円弧状等の形状である。さらに、
ダミー封止部材１０の形状は、当接部７ａの周縁に直交する方向の長さが長い長方形状、
あるいは円形状、長円形状、三角形状、五角形以上の多角形状等の種々の形状とすること
ができる。
【００４２】
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　またダミー封止部材１０は、その個数が１個～２０個程度であることがよい。２０個を
超えると、複数のダミー封止部材１０によって設けられた固定部の配置が当接部７ａの中
心Ｏに対して全体として非対称となりにくくなる傾向がある。より好ましくは、ダミー封
止部材１０の個数は５個～７個程度がよい。また、ダミー封止部材１０は、その当接部７
ａの周縁に沿った方向の長さが１ｍｍ～１０ｍｍ程度であることがよい。１ｍｍ未満では
、ダミー封止部材１０の固定力が低下しやすい傾向があり、１０ｍｍを超えると、ダミー
封止部材１０によって表示部６の中心側に振動の波が反射されやすくなる傾向がある。よ
り好ましくは、ダミー封止部材１０の当接部７ａの周縁に沿った方向の長さは２ｍｍ～５
ｍｍ程度がよく、さらに好ましくは、３ｍｍ～３．５ｍｍ程度がよい。
【００４３】
　本発明のＬＣＤは、図１に示すように、当接部７ａは円形または長円形である場合、当
接部７ａにほぼ相似する同心状の輪形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じやすくなるが、
その共鳴部の発生を抑えることができ、好ましいものとなる。なお、長円形には、楕円形
、直線部を有するトラック状の形状等が含まれる。トラック状の形状は、例えば、互いに
平行な２つの直線部と、それら２つの直線部の各一端側を連結する第１の円弧状部及び各
他端側を連結する第２の円弧状部と、を有する形状である。また、当接部７ａは正多角形
であってもよい。表示部６についても、当接部７ａの形状に合わせて円形、長円形、多角
形とすることができる。さらに、液晶表示パネルが矩形状であり、当接部７ａも矩形状で
あってもよい。この場合にも、当接部７ａの形状に合わせて矩形状の表示部６とすること
ができる。なお、当接部７ａは、当接面であってその面全体が液晶表示パネルの液晶側の
面と反対側の面に当接するもの、当接する側の面の周縁部が凸部とされておりその凸部が
上記反対側の面に当接するもの、あるいは当接する側の面の周縁部に樹脂等から成る当接
部材がありその当接部材が上記反対側の面に当接するもの等であってもよい。
【００４４】
　また本発明のＬＣＤは、図１に示すように、液晶表示パネルは矩形状であり、当接部７
ａは円形であり、ダミー封止部材１０は、当接部７ａと封止材３との間の間隔が最も大き
い部位、すなわち矩形状の液晶表示パネルの角部に配置されていることが好ましい。この
場合、振動が大きくなりやすい部位にダミー封止部材１０が配置されるので、振動の共鳴
部の発生を抑える効果が向上する。またこの場合、当接部７ａの形状は、円形に限らず、
長円形、正多角形等の円形に近い形状であってもよく、上記と同様の効果が得られる。ま
た、当接部７ａと封止材３との間の間隔が最も大きい部位に配置されたダミー封止部材１
０と、当接部７ａと封止材３との間の間隔が小さい部位に配置されたダミー封止部材とが
ある場合、当接部７ａと封止材３との間の間隔が最も大きい部位に配置されたダミー封止
部材１０の大きさが、当接部７ａと封止材３との間の間隔が小さい部位に配置されたダミ
ー封止部材の大きさよりも大きい場合も、上記と同様の効果を奏するので好ましい。
【００４５】
　また本発明のＬＣＤは、図２に示すように、ダミー封止部材10a，10bは、当接部７ａの
周囲に互いに対向する部位にそれぞれ配置されていることが好ましい。この場合、ダミー
封止部材10a，10bによって液晶セルの表示部６の周囲に部分的に固定部が設けられるとと
もに、表示部６の周囲に沿って固定部同士の間に長い非固定部が設けられることとなる。
その結果、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにく
くなる。すなわち、当接部７ａの周縁のダミー封止部材10a，10bに対応する部位の長さが
、当接部７ａの周縁のダミー封止部材10a，10bに対応しない部位の長さよりも短くなるた
めに、振動が当接部７ａの周縁のダミー封止部材10a，10bに対応しない部位の方向へ大き
く伝わり、ダミー封止部材10a，10bに対応する部位の方向へは小さく伝わる。従って、当
接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。なお
、当接部７ａの周囲における互いに対向する部位とは、図２に示すように、当接部７ａの
中心Ｏに対するダミー封止部材10aを通る半径の延長線とダミー封止部材10bを通る半径の
延長線とがなす中心角が、135°～225°（180°±45°）程度の範囲内にある部位である
。
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【００４６】
　図３（ａ）に示すように、ダミー封止部材11a，11bは、当接部７ａの周囲に互いに対向
する部位にそれぞれ配置されているとともに、当接部７ａの中心Ｏを通る直線上にそれぞ
れ位置していてもよい。この場合、ダミー封止部材11a，11bによって液晶セルの表示部６
の周囲に部分的に固定部が設けられるとともに、表示部６の周囲に沿って固定部同士の間
に長い非固定部が設けられることとなる。その結果、当接部７ａにほぼ相似する同心状の
形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。
【００４７】
　また、図３（ｂ）に示すように、ダミー封止部材12a，12b，12cは、当接部７ａの周囲
の互いに対向する部位にそれぞれ相手側と異なる個数でもって配置されていることが好ま
しい。この場合、ダミー封止部材12a，12b，12cによって設けられた固定部の配置（固定
部の分布）が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称となる。その結果、当接部７
ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上す
る。
【００４８】
　また、図３（ｂ）に示すように、ダミー封止部材12a，12b，12cは、当接部７ａの周囲
の互いに対向する部位の一方に配置されるものが当接部７ａの中心Ｏを通る直線上に位置
し、他方に配置されるものが上記直線上に位置していないことが好ましい。この場合、ダ
ミー封止部材12a，12b，12cによって設けられた固定部の配置が当接部７ａの中心Ｏに対
して全体として非対称となる。その結果、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動
の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上する。
【００４９】
　図４は、本発明のＬＣＤについて実施の形態の他例を示す図であり、ＬＣＤの表示側の
面の平面図である。図４に示すように、ダミー封止部材33a，33b，33c，33d，33e，33fに
おいて、対を成すダミー封止部材33a，33dのグループ、対を成すダミー封止部材33b，33e
のグループ、対を成すダミー封止部材33c，33fのグループは、当接部７ａの周囲に互いに
対向する部位にそれぞれダミー封止部材が配置されている構成である。さらに、ダミー封
止部材33b，33eは、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位の一方に配置されているダミ
ー封止部材33bと当接部７ａの周縁との間の第１の最短距離と、他方に配置されているダ
ミー封止部材33eと当接部７ａの周縁との間の第２の最短距離と、が異なっている構成で
ある。この場合、ダミー封止部材33a，33b，33c，33d，33e，33fによって設けられた固定
部の配置が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称となる。その結果、当接部７ａ
にほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上する
。
【００５０】
　図５は、本発明のＬＣＤについて実施の形態の他例を示す図であり、ＬＣＤの表示側の
面の平面図である。図５に示すように、ダミー封止部材13a，13b，13c，13d，13e，13f，
13gは、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位に当接部７ａの中心Ｏを通る直線上に位
置してそれぞれ配置されている第１のグループ（ダミー封止部材13a，13dのグループ、ダ
ミー封止部材13c，13gのグループ）と、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位に当接部
７ａの中心Ｏを通る直線上に一方が位置し他方が位置しないようにそれぞれ配置されてい
る第２のグループ（ダミー封止部材13b，13e，13fのグループ）と、を構成していること
が好ましい。この場合、ダミー封止部材13a，13b，13c，13d，13e，13f，13gによって設
けられた固定部の配置が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称となる。その結果
、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効
果が向上する。
【００５１】
　図５の構成において、図６に示すように、第１のグループは、第１の最短距離を有する
ダミー封止部材43a，43c、及び第２の最短距離を有するダミー封止部材43d，43gを、有し
ている構成が好ましい。この場合、ダミー封止部材43a，43b，43c，43d，43e，43f，43g
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によって設けられた固定部の配置の非対称性が向上する。
【００５２】
　図６の構成について、さらに以下に説明する。図６は、本発明のＬＣＤについて実施の
形態の他例を示す図であり、ＬＣＤの表示側の面の平面図である。図６に示すように、ダ
ミー封止部材43a，43b，43c，43d，43e，43f，43gにおいて、対を成すダミー封止部材43a
，43d，43eのグループ、対を成すダミー封止部材43c，43f，43gのグループは、当接部７
ａの周囲に互いに対向する部位にそれぞれダミー封止部材が配置されている構成であり、
ダミー封止部材43bは、ダミー封止部材43aとダミー封止部材43cとの間の中間部位に単独
で配置されている構成である。ダミー封止部材43a，43d，43eのグループについて、当接
部７ａの周囲の互いに対向する部位の一方に配置されているダミー封止部材43aと当接部
７ａの周縁との間の第１の最短距離と、他方に配置されているダミー封止部材43dと当接
部７ａの周縁との間の第２の最短距離と、が異なっており、当接部７ａの周囲の互いに対
向する部位の他方に、第１の最短距離を有するダミー封止部材43eさらに配置されている
構成である。同様に、ダミー封止部材43a，43d，43eのグループについて、当接部７ａの
周囲の互いに対向する部位の一方に配置されているダミー封止部材43cと当接部７ａの周
縁との間の第１の最短距離と、他方に配置されているダミー封止部材43gと当接部７ａの
周縁との間の第２の最短距離と、が異なっており、当接部７ａの周囲の互いに対向する部
位の他方に、第１の最短距離を有するダミー封止部材43fさらに配置されているより構成
である。この場合、ダミー封止部材43a，43b，43c，43d，43e，43f，43gによって設けら
れた固定部の配置の非対称性が向上する。
【００５３】
　また図６の構成において、ダミー封止部材43a，43d，43eのグループについて、当接部
７ａの周囲の互いに対向する部位の他方に、第１の最短距離を有するダミー封止部材43a
及び第２の最短距離ダミー封止部材43dのいずれとも異なる第３の最短距離を有するダミ
ー封止部材43eがさらに配置されている構成であってもよい。同様に、ダミー封止部材43c
，43f，43gのグループについて、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位の他方に、第１
の最短距離を有するダミー封止部材43c及び第２の最短距離ダミー封止部材43gのいずれと
も異なる第３の最短距離を有するダミー封止部材43fがさらに配置されている構成であっ
てもよい。この場合、ダミー封止部材43a，43b，43c，43d，43e，43f，43gによって設け
られた固定部の配置の非対称性がより向上する。
【００５４】
　図７（ａ），（ｂ）は、それぞれ本発明のＬＣＤについて実施の形態の他例を示す図で
あり、ＬＣＤの表示側の面の平面図である。（ａ）は、当接部７ａの周囲にダミー封止部
材14a，14b，14c，14d，14e，14f，14g，14hが配置されており、ダミー封止部材14a,14b
とダミー封止部材14e,14fとが互いに対向する部位にそれぞれ配置され、ダミー封止部材1
4c,14dとダミー封止部材14g,14hとが互いに対向する部位にそれぞれ配置されている構成
である。この構成により、固定部の固定力が全体として大きくなり振動をより抑制すると
ともに、固定部の配置が振動が大きくなる部位に重点的に配置されたものとなる結果、当
接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。（ｂ
）は、（ａ）の構成において、ダミー封止部材14dに相当するものを省いた構成であり、
当接部７ａの周囲にダミー封止部材15a，15b，15c，15d，15e，15f，15gが配置されてい
る構成である。この構成により、固定部の固定力が全体として大きくなり振動をより抑制
するとともに、固定部の配置が振動が大きくなる部位に重点的に配置され、さらに固定部
の配置が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称となる結果、当接部７ａにほぼ相
似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果がより向上する。
【００５５】
　図８（ａ），（ｂ）は、それぞれ本発明のＬＣＤについて実施の形態の他例を示す図で
あり、ＬＣＤの表示側の面の平面図である。図８（ａ）に示すように、ダミー封止部材16
a，16b，16cが、円形の当接部７ａの周囲に、360°／ｍ（ｍは２以上の整数）の中心角の
角度間隔毎の部位にそれぞれ配置されていることが好ましい。図８（ａ）の場合、ｍ＝３
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で中心角は120°である。この場合、ダミー封止部材16a，16b，16cによって液晶セルの表
示部の周囲に部分的に固定部が設けられることとなる。その結果、封止材３からの振動の
反射波が表示部６の中心に集中しにくくなり、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の
振動の共鳴部が液晶セルに生じにくくなる。従って、バックライト装置７を介して液晶表
示パネルに伝わってくる振動に起因するスペーサの移動によって配向膜の配向の消失が生
じることを抑えることができる。また図８（ａ）の構成において、中心角の角度間隔毎の
部位に複数のダミー封止部材が配置されていてもよい。また、それぞれの上記部位に配置
されたダミー封止部材の個数が互いに異なっていてもよい。また、当接部７ａの周縁との
間の最短距離が互いに異なるダミー封止部材があってもよい。これらの場合、ダミー封止
部材によって設けられた固定部の配置が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称と
なる。さらに、当接部７ａの形状は長円形であってもよい。
【００５６】
　図８（ｂ）に示すように、ダミー封止部材17a，17b，17cが、円形の当接部７ａの周囲
に、中心角の等角度間隔毎のｎ個（ｎは３以上の整数）の部位のうち一部の複数の部位に
それぞれ配置されているとともに、残りの中心角の等角度間隔毎の部位についてはその部
位からずれた部位に配置されていることが好ましい。すなわち、中心角の等角度間隔毎の
３個（ｎ＝３）の部位である、０°の部位、120°の部位、240°の部位のうち２つの部位
である０°の部位と240°の部位に、それぞれダミー封止部材17aとダミー封止部材17cが
配置されているとともに、残りの中心角の等角度間隔毎の部位である120°の部位につい
てはその部位からずれた部位に、ダミー封止部材17bが配置されている。この場合、ダミ
ー封止部材17a，17b，17cによって設けられた固定部の配置が当接部７ａの中心Ｏに対し
て全体として非対称となる。その結果、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の
共鳴部が液晶セルに生じにくくなる効果が向上する。また、図８（ｂ）の構成において、
中心角の等角度間隔毎の部位からずらして配置されるダミー封止部材17bのずれの程度は
、中心角の等角度間隔の1/10程度～１／２程度の角度に適宜設定できる。なお、図８（ｂ
）の構成は、当接部７ａの中心Ｏに対してダミー封止部材17a，17cが120°の回転対称と
なる部位にそれぞれ配置されており、ダミー封止部材17bが120°の回転対称となる部位か
らずらして配置されている構成であるともいえる。ただし、ダミー封止部材17a，17b，17
cの形状は、回転対称の関係になっていてもよいが、回転対称の関係になっていなくても
よい。さらに、当接部７ａの形状は長円形であってもよい。また図８（ｂ）の構成におい
て、中心角の角度間隔毎の部位及びその部位からずれた部位に複数のダミー封止部材が配
置されていてもよい。また、それぞれの上記部位に配置されたダミー封止部材の個数が互
いに異なっていてもよい。また、当接部７ａの周縁との間の最短距離が互いに異なるダミ
ー封止部材があってもよい。これらの場合、ダミー封止部材によって設けられた固定部の
配置が当接部７ａの中心Ｏに対して全体として非対称となる効果が向上する。なお、図８
（ａ），（ｂ）の構成において、中心角は120°に限らず、90°、60°等としてもよいが
、20°～120°程度が好ましい。20°未満では、ダミー封止部材の配置が当接部７ａの中
心Ｏに対して全体として対称になりやすい傾向がある。120°を超えると、ダミー封止部
材による固定力が小さくなりやすい傾向がある。より好ましくは30°～90°程度がよく、
さらに好ましくは45°～72°程度がよい。
【００５７】
　本発明のＬＣＤにおいて、ダミー封止部材は、当接部７ａの周囲に複数配置されており
、それらの大きさ（面積）が異なっていてもよい。この場合、ダミー封止部材による固定
部の固定力がそれぞれ異なることとなる。すなわち、固定力の分布が当接部７ａの中心Ｏ
に対して非対称になる。その結果、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴
部が液晶セルにより生じにくくなる。
【００５８】
　さらに、ダミー封止部材は、当接部７ａの周囲に複数配置されており、それらの当接部
７ａの中心Ｏを通る直線からの距離がそれぞれ異なっていてもよい。この場合、ダミー封
止部材による固定部の固定力の分布が当接部７ａの中心Ｏに対して非対称になる。また、
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ダミー封止部材は、当接部７ａの周囲に複数配置されており、それらの当接部７ａの周縁
からの距離がそれぞれ異なっていてもよい。この場合、ダミー封止部材による固定部の固
定力の分布が当接部７ａの中心Ｏに対して非対称になる。
【００５９】
　さらに、ダミー封止部材は、当接部７ａの周囲に複数配置されており、それらの材料の
硬度がそれぞれ異なっていてもよい。この場合、ダミー封止部材による固定部の固定力の
分布が当接部７ａの中心Ｏに対して非対称になる。ダミー封止部材の材料の硬度を異なら
せるために、例えばダミー封止部材となるエポキシ樹脂等の基材中に金属粒子、ガラス粒
子、セラミック粒子等の粒子を混入させてもよい。また、それぞれのダミー封止部材にお
ける粒子の含有割合を異なるようにしてもよい。また、ダミー封止部材は、当接部７ａの
周囲に複数配置されており、それらの形状による強度がそれぞれ異なっていてもよい。例
えば、あるダミー封止部材が円形状であり、他のダミー封止部材が直線状であってもよい
。この場合、ダミー封止部材による固定部の固定力の分布が当接部７ａの中心Ｏに対して
非対称になる。
【００６０】
　さらに、ダミー封止部材は、当接部７ａの周縁に沿って当接部７ａを囲むとともに途切
れた部位があるように配置されており、ダミー封止部材に対応する当接部７ａの周縁の長
さが、ダミー封止部材が途切れた部位に対応する当接部７ａの周縁の長さよりも長くなる
ように構成されており、さらにダミー封止部材に対応する当接部７ａの周縁の長さ、及び
ダミー封止部材が途切れた部位に対応する当接部７ａの周縁の長さが、当接部７ａの中心
Ｏに対して全体として非対称になるように構成されていてもよい。この場合、途切れた部
位よりも長さが長いダミー封止部材による固定力の分布が当接部７ａの中心Ｏに対して非
対称になる。その結果、封止材３からの振動の反射波が表示部６の中心に集中しにくくな
る効果が向上し、当接部７ａにほぼ相似する同心状の形状の振動の共鳴部が液晶セルによ
り生じにくくなる。
【００６１】
　なお、本発明のＬＣＤは、上記実施の形態に限定されるものではなく、適宜の設計的な
変更、改良を含んでいてもよい。
【実施例】
【００６２】
　本発明のＬＣＤについて振動テストを施した実施例及び比較例を以下に説明する。図１
（実施例１）、図７（ａ）（実施例２）、図７（ｂ）（実施例３）、図４（実施例４）、
図６（実施例５）、図１０（比較例）にそれぞれ示すダミー封止部材の配置パターンを有
する、６種類のＬＣＤについて、それぞれ４種類の振動テストを実施した。各ＬＣＤは以
下の基本構成を有するものとした。バックライト装置７側のガラス基板から成る、サイズ
が縦８８ｍｍ、横８３．８ｍｍ、厚み０．７ｍｍの矩形状の第１の基板１と、第１の基板
１との間に液晶及びシリカから成る平均粒径６．０μｍの球状のスペーサを１２０００個
挟持して、第１の基板１と対向するガラス基板から成る、サイズが縦８８ｍｍ、横７５．
８ｍｍ、厚み０．７ｍｍの矩形状の第２の基板２と、を有している。また、第１の基板１
及び第２の基板２の各液晶側の面の周縁部を封止するエポキシ樹脂から成る、厚み６μｍ
、幅２ｍｍの封止材２３を有している。封止材２３の厚みは、第１の基板１と第２の基板
２との間の間隔に相当する。これにより、矩形状の液晶表示パネルが構成されている。そ
して、第１の基板１の液晶側の面と反対側の面（バックライト装置７側の面）に当接する
ようにバックライト装置７が当接されている。このバックライト装置７は、第１の基板１
のバックライト装置７側の面に当接する、直径６８ｍｍの円形の当接面７ａの全体が、封
止材３よりも内側にあるようにした。このとき、円形の当接面７ａの中心と、第２の基板
２の中心とが合致するように配置した。また、バックライト装置７は多数のＬＥＤ（Ligh
t　Emitting　Diode）から構成されている。
【００６３】
　また、第１の基板１における液晶側の面の一端部には、液晶の駆動を行うＩＣから成る
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駆動回路素子４がＣＯＧ方式によって実装されており、さらに上記一端部における駆動回
路素子４よりも端縁側には、駆動回路素子４に駆動信号、制御信号等を入出力するための
ＦＰＣから成る回路基板５が設置されている。また、液晶表示パネルの表示側の面には、
画像を表示するための直径６６ｍｍの円形の表示部６がある。また、第１の基板１の液晶
側の面には、画像表示駆動用のＩＴＯから成る第１の透明電極と、第１の透明電極上にあ
るポリイミドから成る厚み０．４μｍの第１の配向膜が形成されている。第２の基板２の
液晶側の面には、画像表示駆動用のＩＴＯから成る第２の透明電極と、第２の透明電極上
にあるポリイミドから成る厚み０．４μｍの第２の配向膜が形成されている。
【００６４】
　各ＬＣＤにおいて、ダミー封止部材は、封止材３と同じエポキシ樹脂から成るものとし
、その形状は長辺５．０ｍｍ、短辺１．３ｍｍ、厚み６μｍの直方体とした。
【００６５】
　実施例１（図１）のＬＣＤは、ダミー封止部材１０は、当接部７ａと封止材３との間の
間隔が最も大きい部位の１つに配置されている。また、ダミー封止部材１０は、当接部７
ａの周縁に沿って伸びている帯状とした。すなわち、円形の当接部７ａにおける円弧状の
周縁に対して、長方形状のダミー封止部材１０とした。ダミー封止部材１０と当接部７ａ
の周縁との最短距離は０．５ｍｍとした。
【００６６】
　実施例２（図７（ａ））のＬＣＤは、当接部７ａの周囲に８個のダミー封止部材14a～1
4hが配置されており、ダミー封止部材14a,14bとダミー封止部材14e,14fとが互いに対向す
る部位にそれぞれ配置され、ダミー封止部材14c,14dとダミー封止部材14g,14hとが互いに
対向する部位にそれぞれ配置されている。また、隣接する２個のダミー封止部材を１組と
して、各組を、当接部７ａの周囲に約９０度の中心角の角度間隔で配置している。さらに
、８個のダミー封止部材14a～14hは、それらの長辺方向が当接部７ａの周縁に直交するよ
うに配置されている。隣接する２個のダミー封止部材14a，14b間、14c，14d間、14e，14f
間、14g，14h間のそれぞれ間隔は６．０ｍｍとした。また、ダミー封止部材14a～14hと当
接部７ａの周縁との最短距離は、それぞれ０．５ｍｍとした。
【００６７】
　実施例３（図７（ｂ））のＬＣＤは、図７（ａ）の構成において、ダミー封止部材14d
に相当するものを省いた構成とした。
【００６８】
　実施例４（図４）のＬＣＤは、６個のダミー封止部材33a～33fにおいて、対を成すダミ
ー封止部材33a，33dのグループ、対を成すダミー封止部材33b，33eのグループ、対を成す
ダミー封止部材33c，33fのグループは、当接部７ａの周囲に互いに対向する部位にそれぞ
れダミー封止部材が配置されている構成である。また、ダミー封止部材33a，33b間の中心
角の角度間隔は３７度、ダミー封止部材33b，33c間の中心角の角度間隔は３７度とした。
さらに、ダミー封止部材33b，33eは、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位の一方に配
置されているダミー封止部材33bと当接部７ａの周縁との間の第１の最短距離（０．５ｍ
ｍ）と、他方に配置されているダミー封止部材33eと当接部７ａの周縁との間の第２の最
短距離（３．５ｍｍ）と、が異なっている。
【００６９】
　実施例５（図６）のＬＣＤは、７個のダミー封止部材43a～43gは、当接部７ａの周囲の
互いに対向する部位に当接部７ａの中心Ｏを通る直線上に位置してそれぞれ配置されてい
る第１のグループ（ダミー封止部材43a，43dのグループ、ダミー封止部材43c，43gのグル
ープ）と、当接部７ａの周囲の互いに対向する部位に当接部７ａの中心Ｏを通る直線上に
一方が位置し他方が位置しないようにそれぞれ配置されている第２のグループ（ダミー封
止部材43b，43e，43fのグループ）と、を構成している。また、ダミー封止部材43a，43b
間の中心角の角度間隔は３７度、ダミー封止部材43b，43c間の中心角の角度間隔は３７度
とした。また、第１のグループは、第１の最短距離（０．５ｍｍ）を有するダミー封止部
材43a，43c、及び第２の最短距離（３．５ｍｍ）を有するダミー封止部材43d，43gを、有
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している。
【００７０】
　比較例（図１０）のＬＣＤは、ダミー封止部材を設けていない構成である。
【００７１】
　実施例１～５及び比較例の各ＬＣＤについて、以下の条件１～４の４種類の振動を、液
晶表示パネルの第１の基板１の液晶側の面と反対側の面（バックライト装置７側の面であ
り、以下、面ＰＢともいう）に、加える振動試験を実施した。条件１は、振動の周波数が
３０Ｈｚ、振動の振幅が１．５ｍｍ、振動方向がｘ方向（面ＰＢの面内のある方向）、ｙ
方向（面ＰＢの面内のｘ方向に直交する方向）、ｚ方向（面ＰＢに直交する方向）のそれ
ぞれの方向であり、ｘ，ｙ，ｚの各方向に順次振動を加えるようにし、各方向における振
動継続時間を１５分とした。条件２は、振動の周波数が３０Ｈｚ、振動の振幅が１．５ｍ
ｍ、振動方向がｘ方向、ｙ方向、ｚ方向のそれぞれの方向であり、ｘ，ｙ，ｚの各方向に
順次振動を加えるようにし、各方向における振動継続時間を３０分とした。条件３は、振
動の周波数が３０Ｈｚ、振動の振幅が１．５ｍｍ、振動方向がｘ方向、ｙ方向、ｚ方向の
それぞれの方向であり、ｘ，ｙ，ｚの各方向に順次振動を加えるようにし、各方向におけ
る振動継続時間を６０分とした。条件４は、振動の周波数が３０Ｈｚ、振動の振幅が１．
８ｍｍ、振動方向がｘ方向、ｙ方向、ｚ方向のそれぞれの方向であり、ｘ，ｙ，ｚの各方
向に順次振動を加えるようにし、各方向における振動継続時間を１５分とした。
【００７２】
　振動試験実施後に、各ＬＣＤの表示部の全体を黒表示とし、表示部を目視で観察して表
示部に配向が消失した白い部位が現れるか否かを判定した。白い部位が表示部に現れなか
った場合を「○」、白い部位が表示部の面積の５％～２０％の部位に現れた場合を「△」
、白い部位が表示部の面積の２０％を超える部位に現れた場合を「×」とした。図１１の
表に示すように、実施例１のＬＣＤは、条件１で△、条件２～４で×であった。実施例２
のＬＣＤは、条件１，２で○、条件３，４で△であった。実施例３のＬＣＤは、条件１～
３で○、条件４で△であった。実施例４のＬＣＤは、条件１～３で○、条件４で△であっ
た。実施例５のＬＣＤは、条件１～４の全てで○であった。一方、比較例のＬＣＤは、条
件１～４の全てで×であった。
【産業上の利用可能性】
【００７３】
　本発明のＬＣＤは各種の電子機器に適用できる。その電子機器としては、自動車等のイ
ンスツルメントパネル、自動車経路誘導システム（カーナビゲーションシステム）、船舶
経路誘導システム、航空機経路誘導システム、スマートフォン端末、携帯電話、タブレッ
ト端末、パーソナルデジタルアシスタント（ＰＤＡ）、ビデオカメラ、デジタルスチルカ
メラ、電子手帳、電子書籍、電子辞書、パーソナルコンピュータ、複写機、ゲーム機器の
端末装置、テレビジョン、商品表示タグ、価格表示タグ、産業用のプログラマブル表示装
置、カーオーディオ、デジタルオーディオプレイヤー、ファクシミリ、プリンター、現金
自動預け入れ払い機（ＡＴＭ）、自動販売機、ヘッドアップディスプレイ装置、プロジェ
クタ装置、デジタル表示式腕時計、頭部装着型画像表示装置（Head　Mounted　Display　
device　：ＨＭＤ）などがある。
【符号の説明】
【００７４】
１　第１の基板
２　第２の基板
３　封止材
６　表示部
７　バックライト装置
７ａ　バックライト装置の当接部
１１ａ，１１ｂ　ダミー封止部材
１２ａ～１２ｃ　ダミー封止部材
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１３ａ～１３ｇ　ダミー封止部材
１４ａ～１４ｈ　ダミー封止部材
１５ａ～１５ｇ　ダミー封止部材
１６ａ～１６ｃ　ダミー封止部材
１７ａ～１７ｃ　ダミー封止部材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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